
 

  
 
 
 
 
 

 

 

 
 

日米の若いリーダーシップの育成を目指す 「TOMODACHI イニシアチブ」教育プログラム 

～日米関係の促進に興味を持つ米国への交換留学生（大学学部生）対象～ 

 
 

2016 年度 TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム  
 

第３期生募集 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

プログラム実施パートナー 

東日本大震災後の復興支援から生まれ、教育、文化交流、リーダーシップといったプログラムを通して、日米の次世代

のリーダーの育成を目指す公益財団法人 米日カウンシル−ジャパンと東京の米国大使館が主導する官民パートナー

シップ「TOMODACHI イニシアチブ」に住友商事株式会社は 2013 年に参画し、一億円の寄付を行い本プログラムをス

タートさせました。本プログラム対象大学の学生としてアメリカの大学へ交換留学をする学部生に対して、渡航費および

留学中の生活費を支援するため、1 名につき年間 150 万円の奨学金を支給します。また、交換留学中に実施され

る米州住友商事によるニューヨークでの研修や TOMODACHI Alumni Leadership Program を通して、日米間に関わる

様々な人々と交流します。 



■ TOMODACHI イニシアチブとは 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
 
 

■ TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム 
「TOMODACHI イニシアチブ」の一環として実施される本プログラムは、住友商事株式会社による 1 億円の寄付により、アメリカの大

学への交換留学をする日本の対象大学の学部生を支援するプログラムとして実施しています。参加者には渡航費および留学中の

生活費を支援するため、１名につき年間 150 万円の奨学金が支給されます。また、交換留学中に実施される米州住友商事による

ニューヨークでの研修や TOMODACHI Alumni Leadership Program 通して、日米間に関わる様々な人々と交流し、日米関係の促進

やグローバル社会に貢献できるグローバルリーダーになることを目指します。 
 

   住友商事株式会社   

住友商事は、グローバルに活動している総合商社です。全世界に展開するネットワークとさまざまな産業分野における企業・消費

者との信頼関係をベースに、多様な商品・サービスの国内販売、輸出入および三国間取引、国内外における事業投資など、総

合力を生かした多角的な事業活動を展開しています。また、住友商事では、次世代人材の育成支援を社会貢献活動の重点分

野と位置付け、アジア発展途上国における「住友商事奨学金」による学業支援や、東日本大震災の復興支援に携わる若者を支

援する「住友商事 東日本再生ユースチャレンジ・プログラム」などを実施してきました。「TOMODACHI イニシアチブ」を通じて、将

来、米日の懸け橋となってグローバルに活躍する多くのリーダーが誕生することを期待し、支援していきます。 

 

The Study Abroad Foundation (SAF)  

SAF は、アジアの大学生の留学を促進することにより、自国および国際社会へ貢献できるグローバル人材を育成することをミッシ

ョンとしている米国インディアナ州の認可非営利教育財団です。日本、中国、台湾、韓国、ブルネイ、カザフスタンを中心としたア

ジアの大学生を欧米のトップレベルの大学へ派遣しています。提供している留学プログラムは、学部授業履修、語学力強化、アカ

デミック・インターンシップなど多岐にわたり、学生の多くは在籍大学の認定・私費留学制度に基づき留学を実現しています。SAF

は TOMODACHI イニシアチブの趣旨に賛同し、プログラム実施パートナーとして TOMODACHI 住友商事奨学金プログラムの運営

を担当します。 
 

 

History 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災の発生を受け、米軍と自衛隊は「トモダチ作戦」を通じて東北地方への緊急人道救援活動

で協力し、成功を収めました。この時の協力と友情の精神を基盤に、米国と日本は TOMODACHI イニシアチブを開始しました。

TOMODACHI は公益財団法人 米日カウンシル-ジャパンと在日米国大使館が主導し、日本政府および日米の企業、団体、個人

から支援を受けています。 
 

Program  
現在、教育、文化交流、リーダーシップを 3 つの柱として、年間約 50 本のプログラムを実施しています。また、TOMODACHI 

Alumni Leadership Program を通してプログラムの壁を越えて参加者同士が交流を持てるような様々な機会を設け、日本とアメリ

カの若者たちにインスピレーションを与え、TOMODACHI での経験をさらに一歩進めるサポートも行っています。 

 

 

 

Mission  
TOMODACHI イニシアチブとは、東日本大震災後の日本

の復興支援から生まれ、教育、文化交流、リーダーシップ

といったプログラムを通して、日米の次世代のリーダーの

育成を目指す官民パートナーシップです。 

Vision 

日米関係の強化に深く関わり、互いの文化や国を理解し、

より協調的で繁栄した安全な世界への貢献と、そうした世

界での成功に必要な、世界中で通用する技能と国際的な

視点を備えた日米の若いリーダーである「TOMODACHI 世

代」の育成を目指しています。 

 

http://www.usjapancouncil.org/
http://japanese.japan.usembassy.gov/


2016 年度プログラム (※2017 年度も継続予定) 
  対象者  

      東北大学、東京大学、慶應義塾大学、早稲田大学、中央大学、名古屋大学、京都大学、同志社大学、大阪大学、九州大学 

      の交換留学生としてアメリカに留学する学部生  

      （申請要件の詳細は別紙の「2016 年度 TOMODACHI 住友商事奨学金 募集要項（学生向け）」を参照のこと） 

    

  プログラム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム終了後も TOMODACHI Alumni Leadership Program へ参加し、 

日米そして世界のリーダーを目指します。 

 
 
 
 
 

 詳細は別紙の「TOMODACHI Alumni Leadership Program」または以下の米日カウンシルのホームページをご覧ください。 

     http://usjapantomodachi.org/ja/tomodachi-alumni-leadership-program-supported-by-prudential-financial-inc/ 

 

 

留学への抱負や将来の目標について皆で共有 

 
プログラム参加者が一堂に集まり、米日カウンシル、アメリカ大使

館、住友商事株式会社の関係者、同じ世代の TOMODACHI アラ

ムナイとの交流を通して、留学計画や米日関係について意見交

換します。 

NY     
研修 

 
（留学中） 

 
 
 

留学の成果や今後の計画を発表 

 

留学を通して学んだことを将来の日米関係の発展にどのように

活かしていくかについて発表します。また、米日カウンシル、ア

メリカ大使館、住友商事株式会社の関係者、TOMODACHI ア

ラムナイとの交流を通して、今後の活躍の礎となる日米のネッ

トワークを構築します。 

帰国後    
報告会 

 
（留学後） 

 
 
 

米州住友商事によるニューヨークでの研修 （1 週間程度） 

 

米州住友商事、米日カウンシル、グローバル企業や政府機関を

訪問し、日米関係に携わる若者や各界の第一人者と面談。将来

の日米関係に対してどのようにリーダーシップ発揮していくかを考

えるきっかけを得ます。 

 

【9 月～5 月】 

 

毎月 10 万円 

を支給 

 

※奨学金の合計

額は準備金を 

含めて 150 万円 

【8 月初旬】 

 

準備金として 

60 万円を支給 

 

 

日米の次世代リーダー育成プログラム 
留学奨学金 
（150 万円） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  2015 年 3 月現在、TOMODACHI イニシアチブは年間約 50 のプログラムを実施しており、これまでの参加者は日米合わせ

て約 4,000 名になります。TOMODACHI 住友商事奨学金プログラムを含む TOMODACHI イニシアチブのプログラム参加者

（TOMODACHI アラムナイ）は、TOMODACHI Alumni Leadership Program を通じて多くの日米の若者と交流を持ち続けなが

ら、日米そして世界のリーダーとして活躍するために必要なスキルを磨くことができます。 

 

 

奨学金     
授与式 

 
（留学前） 
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http://usjapantomodachi.org/ja/tomodachi-alumni-leadership-program-supported-by-prudential-financial-inc/


第１期生からのメッセージ 
(ニューヨークでの米州住友商事による研修に参加して) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            

                                      TＯＭＯＤＡＣＨＩ住友商事奨学金プログラム 

                            参加学生の活躍はこちら 

 

                                        

                                      

                                        

 

 

留学中にニューヨークで実施された研修を通して、自分自身が興味を持っているビジネスや経済の分野で活躍
されている様々な人に出会い、それぞれの考え方や仕事内容について学ぶことができました。TPP の交渉に携
わる在米日本大使館員や米国政府関係者との面談では、改めて 2 国間の交渉の難しさを理解することができ

たのと同時に、公的機関で働くことを具体的にイメージする 
助けとなりました。また、コロンビア大学のヒュー・パトリック教授 
との面談も非常に有意義でした。日本経済経営研究所の 

ディレクターであるヒュー先生は日本経済に精通しているだけ 
でなく、日本経済に関して、経済学の観点からだけでなく、より 
幅広い学際的な観点からも議論されていた点に感銘を受けま 

した。米国と日本どちらにも深く関わってきた米州住友商事会社 
の役員や日本大使館員の皆様より、日米の労働流動性の違い 
について話をきくことが出来た点でも、将来の自分自身のキャ 

リアについて考える良いきっかけとなりました。また、日米の違 
いがそれぞれの経済や社会にどのように影響を与えているの 
かについて勉強してみたいと考えるようになりました。 

研修を通して、様々なフィールドで働く、とても興味深い人々に合い、彼らの仕事、キャリア形成、そしてパッショ
ンを知ることが出来たことは、私にとって非常にすばらしい経験でした。研修に参加する前は、企業で働くことに
対するイメージを持つことが出来ず、また特にビジネスや経済分野に興味はなく、勉強する必要性を感じていま

せんでした。しかしながら、研修中にこの分野に関わる様々な人に出会ったことにより、社会における問題を多
面的に分析し、自分自身の意見を述べることができるようになるためにも、ビジネスや経済に関する知識を高め
ていかなくてはならないと考えるようになりました。ハワイの日系人の経験や歴史を研究している私に 

とっては、日系アメリカ人の方々より直接、個人的なストーリを伺うこ 
とが出来たことも貴重な体験でした。特に、ワシントン DC で 
米日カウンシル会長であるアイリーン・ヒラノ・イノウエ氏にお会いでき 

たときは感動しました。また、私が研修中に滞在させてもらったホー 
ムステイのご家族が、日系人の友人について話してくれました。彼女 
によると、米国における日系人コミュニティーの結束はいまだ固く、 

日系アメリカ人と日本人の懸け橋となりたいと望んでいることを知りま 
した。ニューヨークでの研修は、研修後に続くハワイでの勉強へのモ 
チベーションとなりました。新しい物事の見方を手に入れるきっかけを 

提供し、また日系アメリカ人に関する私の興味を追及させてくれた 
ＴＯＭＯＤＡＣＨI および住友商事の皆様に感謝しています。 

TOMODACHI 住友商事 

TOMODACHI 住友商事奨学金プログラムに関する 
お問い合わせ先 
 

SAF 日本事務局／TOMODACHI 住友商事奨学金プログラム担当 

Tel:  03-5321-6222 Email:  tomodachi@studyabroadfoundation.org 

URL:  http://japan.studyabroadfoundation.org 

 

お問い合わせの際には、在籍大学名、お名前、TOMODACHI 住友商事

奨学金プログラムについての質問である旨をお知らせください。 

 

 
 

米日カウンシル-ジャパンについて ＞＞     
 http://usjapantomodachi.org/ja/ 
 
住友商事について ＞＞  
 http://www.sumitomocorp.co.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

田邊 一成さん 

 
慶應義塾大学 
経済学部 

カーネギー・メロン大学 
へ留学 

 

 

平河 佑佳子さん 

 
慶應義塾大学 

法学部政治学科 
ウィスコンシン大学 
マディソン校へ留学 

 

 

小北 采佳さん 

 
東北大学文学部 
人文社会学科 
ハワイ大学マノア校 

へ留学 

 

 

研修期間中に学んだ最も大きなことは、日米関係に貢献している人々のパッション（気持ち）の強さです。米州住
友商事会社社長の竹内一弘氏と副社長兼 CFO の南部智一氏は研修のはじめにお会いした際、グローバルリー
ダーになるためには常に前進するパッションが重要であることを教えてくださいました。公的機関で働かれている

方々との面談の中で、パッションについて最も印象に残っているのは、米国の連邦議会議員であるコマキ J フォ
スター氏です。日系アメリカ人で、かつ女性であるという理由で困難に直面することがあっても、様々なバックグラ
ンドの人々の話を聞き、米国の政治を良くする努力を粘り強く続けられているフォスター氏からは大きなエナジー

を感じました。また、日本における女性の社会的地位の向上や日本 
社会での活躍についてアドバイスを求めたところ、この問題の解決が 
経済全体によい影響を与えるということを社会に伝え、その議論に 

男性を巻き込んでいくことが重要であることを教えてくださいました。 
私は日本と米国を含む外国の懸け橋になることを目標にしてきまし 
たが、その目標は公的機関で働くことでしか達成できないと思ってい 

ました。しかしながら研修を通して様々な人々と話し、その考えは変 
わりました。企業と公的機関では活動目的は異なっても、目の前の 
タスクや課題に真剣に取り組むことで、国際社会に貢献していくこと 

が出来るのだということを学びました。 

 
コロンビア大学にてパトリック教授と一緒に 

 

2016 年度の申請要件等の詳細については別紙の募集要項にてご確認ください。また、申請書類の入手方法 

および申請締切日に関する情報は、在籍大学の国際交流・留学を担当している部署より入手してください。 

 
米国の連邦議会議事堂にて議員の 
コマキ J フォスター氏（中央）と一緒に 

 
米日カウンシル本部にて 

アイリーン・ヒラノ・イノウエ会長（中央）と一緒に 

mailto:tomodachi@studyabroadfoundation.org
mailto:tomodachi@studyabroadfoundation.org
http://japan.studyabroadfoundation.org/
http://usjapantomodachi.org/ja/
http://usjapantomodachi.org/ja/
http://www.sumitomocorp.co.jp/
http://www.sumitomocorp.co.jp/

